
大垣市役所 緯８１－４１１１　〈３〉～ かがやいて 夢ある大垣 確かな未来 ～

公公
園園

河
川
・
水

河
川
・
水
路路

道道
路路

ご
み
処

ご
み
処
理理

高
齢
者
福

高
齢
者
福
祉祉 市民１人当たり　

４，５０６円
公園１ha当たり    

５，０４８千円

市民１人当たり
８，３１５円

市民１人当たり
１３，５８２円

市道１㎞当たり
１，４３１千円

市民１人当たり
１６，９２１円

ごみ１ｔ当たり
５４，６６８円

市民１人当たり
２５，９５１円

高齢者１人当たり
９９，９１２円

主
な
事
業
・
施
設
別
の

　
行
政
コ
ス
ト
計
算
書＜

普
通
会
計＞

情
報
工

情
報
工
房房

ス
イ
ト
ピ
ア
セ
ン
タ

ス
イ
ト
ピ
ア
セ
ン
タ
ーー

小
・
中
学

小
・
中
学
校校

幼
稚
幼
稚
園園

保
育
保
育
所所

市民１人当たり        
     １，７３０円

利用者１人当たり   
 １，７２７円
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７９３，４５８円

市民１人当たり　
　２５，７９６円
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噛経常コストの合計１，４５１億円に対し、利

用者からの使用料などの経常収益は７９４

億円で、差し引き６５７億円が純経常行政

コストとなりました。

噛経常コストのうち最も多いのは、補助や

給付にかかるコストで、国民健康保険や

介護保険などの福祉関係経費の支出割合

が高いためです。

噛市民１人当たりの経常コストは８９４，５９３

円で、国民健康保険に係る経費などの増

加により前年度に比べて５３，１３５円増加し

ました。

噛預貯金にあたる各種基金の合計は、

市民１人当たり８４，９９３円で、財政調

整基金の積み立てなどにより前年度

より９，８１０円増加しました。
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市マスコットキャラクター
「おがっきぃ」

　市は、民間企業の会計手法を取り入れた財務書類を作成し公表して

います。本紙面では、市の普通・特別会計に一部事務組合などの関係

団体を加えた連結の財務書類と生活に関わりの深い事業や施設にかか

る行政コストについてお知らせします。なお、市民１人当たりは、平

成２８年３月３１日現在の住民登録人口１６２，１５７人で算出しています。　

　普通会計単体の財務書類など、詳しくは、市ホームページまたは、

財政課（緯４７－８２９６）へ。

連結行政コスト計算書 提供した行政サービスに要した費用（コスト）と、
その受益者負担である使用料などの収入を表します。

連結貸借対照表 これまでの行政活動によって形成された道路・建物・土地などの資
産と、その資産を形成するために要した財源との関係を表します。
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が負担するもの道路や学校の固定資産

など 地方債等

道路、下水道など

教育

基金
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その他

病院、水道など

退職手当等引当金など

資産と負債の差額で、現在
までの世代が負担したもの
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噛借金にあたる地方債等の残高は、地

方交付税の原資が不足する国の代わ

りに市が借り入れを行う臨時財政対

策債の発行などにより、市民１人当

たり７６６，７４６円（うち臨時財政対策債

分１５４，２９２円）となり、前年度から

２，０１４円増加しました。


